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平
成
1
8
年
度
現
在
の
進
捗
状
況
　
7
4
％

㍊
㊥
毒
項
里
中
組
頭
里
で
締
享
達
成

こ
の
実
施
計
画
は
、
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
方
向
を
示
し
た
『
第
3
次
都
留
市
行
財
政
改
革

大
綱
』
を
指
針
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
行
政
需
要
や
厳
し
い
財
政
状
況
、
さ
ら

に
は
地
方
分
権
の
推
進
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
行
財
政
改
革
の
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
、
目

標
年
度
を
定
め
、
計
画
的
に
進
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
1
4
～
1
7
年
度
ま
で
行
っ
て
き
た
実
施
計

画
を
、
1
7
年
3
月
に
国
が
定
め
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た

な
指
針
」
に
よ
り
見
直
し
、
1
7
年
度
を
起
点
と
し
、
概
ね
2
1
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

数
値
目
標
化
い
た
し
ま
し
た
。

1
8
年
度
の
進
捗
状
況
は
、
1
0
8
項
目
の
う
ち
7
4
％
に
あ
た
る
0
0
項
目
が
実
施
済
、
実
施
中
で
、

2
5
％
に
あ
た
る
2
7
項
目
が
検
討
中
、
中
止
が
1
項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
実
施
し
た
施
策
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、
情
報
公
開
窓
口
（
総
務
課
）
、
政
策
形

成
課
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
三
T
ィ
セ
ン
タ
ー
で
縦
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
し
た
主
な
施
策

1
協
働
の
割
引
励
勾
引
の
推
進

（
地
方
分
権
の
推
進
）

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

市
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
た
め
、
1
5
年
度
か
ら
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
1
8
年
度
は
市

の
全
課
（
一
部
除
く
）
に
お
い
て
、
1
7
年
度
評

価
結
果
の
進
捗
状
況
7
7
事
業
の
う
ち
、
完
了

事
業
数
3
1
事
業
（
見
直
し
1
9
事
業
・
統
合
2
事

業
・
休
廃
止
1
0
事
業
）
、
継
続
事
業
数
4
4
事
業

（
見
画
し
4
3
事
業
・
休
廃
止
1
事
業
）
、
移
行

事
業
数
2
事
業
（
統
合
1
事
業
・
休
廃
止
1
事

業
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
事
業
評
価

2
4
9
事
業
の
う
ち
、
重
点
化
1
8
事
業
、
見

直
し
1
0
事
業
、
統
合
6
事
業
、
休
廃
止
9
事

業
、
現
状
推
進
2
0
6
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
・
公
表
・
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
の
作
成
。
公
表

税
金
の
使
途
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

市
の
資
産
及
び
負
債
の
状
況
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト
の
把
握
な
ど
を
明
確

に
す
る
た
め
、
1
8
年
度
公
会
計
制
度
導
入
調

査
研
究
会
に
よ
り
研
究
成
果
が
ま
と
ま
り
、

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
作
成
だ
け
で
な
く
分
析
を
行
い
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
一
層
果
た
す
こ
と
に

努
め
ま
し
た
。

2
情
報
化
の
推
造

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請
の

実
現1

6
年
度
よ
り
県
及
び
全
市
町
村
共
同
で

「
山
梨
県
・
市
町
村
電
子
申
請
受
付
共
同
シ
ス

テ
ム
」
が
稼
動
し
て
い
ま
す
。
1
8
年
度
未
で
3
8

の
受
付
業
務
が
構
築
さ
れ
、
本
市
で
は
郵
便

で
の
代
引
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
ま
し
た
。
今

後
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

3
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
簡
素
化
・
効
率
化

○
時
代
に
即
応
し
た
組
織
機
構
の
見
直
し

地
方
分
権
の
理
念
で
あ
る
「
自
己
決
定
・
自

己
責
任
」
の
も
と
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
的
資

源
を
有
効
に
活
用
し
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
（
賢

い
都
市
）
都
留
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
に
定
め
た
「
2
1
年
度
ま
で
に
一

般
行
政
職
0
0
入
滅
（
1
9
・
4
8
％
）
の
定
員
管
理

の
適
正
化
」
を
実
施
し
、
簡
素
で
効
率
的
、
効

果
的
な
行
財
政
経
営
を
確
立
す
る
た
め
、
1
9

年
度
か
ら
始
ま
る
「
団
塊
の
世
代
」
の
大
量
退

職
や
、
国
の
地
方
自
治
制
度
改
革
を
見
据
え

る
中
、
新
た
な
組
織
・
機
構
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
窓
口
な
ど

で
直
接
対
応
す
る
職
員
の
削
減
は
な
る
べ
く

避
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
課
長
級
ポ
ス
ト

1
減
、
課
長
補
佐
ポ
ス
ト
4
減
、
少
人
数

課
・
担
当
の
再
編
で
1
9
人
減
員
と
し
、
市
の

組
織
・
機
構
を
2
1
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
ス

リ
ム
化
し
て
い
き
ま
す
。

4
定
員
篭
理
と
給
与
等
の
適
正
化

○
旅
費
制
度
の
改
正

交
通
事
情
の
変
化
や
社
会
変
化
に
対
応
し
、

簡
素
で
合
理
的
な
制
度
に
改
正
し
、
旅
費
経

費
削
減
を
図
る
た
め
、
1
6
年
度
よ
り
県
内
出

張
の
日
当
廃
止
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全
会

計
旅
費
（
水
道
事
業
、
病
院
事
業
含
む
）
で
は
、

1
5
年
度
に
6
、
3
3
0
万
3
、
6
6
9
円
、
1
8

年
度
に
6
、
0
4
5
万
4
、
5
9
9
円
と
な

り
、
2
8
4
万
9
、
0
1
0
円
の
経
費
削
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

5
人
棚
高
劇
中
聯
割
印
割
判
刷
耳
i
i

O
職
員
提
案
制
度
の
確
立

職
員
の
意
識
改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
・
事
務
効
率
の
向
上
な
ど
を
図

る
た
め
、
1
5
年
度
よ
り
職
員
提
案
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。
1
8
年
度
ま
で
に
、
1
7
人
の
職

員
か
ら
飢
件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

6
財
政
の
健
全
化

○
地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
の
導
入
検
討

1
8
年
Ⅱ
月
、
都
留
文
科
大
学
法
人
化
検
討


